
特記事項 1 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

法令及び規格 

１ 諸法令の遵守 

受注者は、本工事の施工に当たり、次に掲げる関係法令及び工事に関する諸法令を遵守するものとし、その

運営及び適用は、受注者の負担と責任において行うものとする。 

（１）電気設備技術基準 

（２）その他関係法令等 

 
 ２ 適用規格 

本工事における設計及び製作並びに機器・材料等の品質規格は、設計書に定めるもののほか、次に掲げる規格に

適合したものとする。ただし、監督員が特に認めた場合はこの限りではない。 

（１）日本産業規格(ＪＩＳ) 

（２）電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ） 

（３）日本電機工業会規格(ＪＥＭ) 

（４）電気協同研究会規格 

（５）産業用情報処理・制御機器設置環境基準（ＪＥＩＤＡ ＩＴ－１００４Ｂ） 

（６）日本電気協会電気技術規程及び指針（ＪＥＡＣ、ＪＥＡＧ） 

（７）日本電線工業会規格(ＪＣＳ) 

（８）電子情報技術産業協会規格(ＪＥＩＴＡ) 

（９）日本電機工業会制定 産業用ＩＰネットワークプロトコル（ＰＭＣＮ）規約 

（１０）国際電気通信連合・電気通信標準化勧告（ＩＴＵ－Ｔ） 

（１１）国土交通省 国電通仕第21 号（暫定仕様）（テレメータ装置標準仕様書） 

（１２）その他関係規格、基準等 

 
書 類 関 係 

１ 図書の承諾 

受注者は、次に掲げる図書を指定期日までに提出し、機器の設計・製作及び検査を実施する前に監督員の承

諾を得なければならない。 

（１）図面類（外形図、回線接続図、施工図等）      設計完了後速やかに      ２部 

（２）納入機器及び材料の仕様              設計完了後速やかに      ２部 

（３）立会検査要領書                  検査予定３０日前までに    ２部 

（４）その他監督員が指示する図書            指示後速やかに        必要部数 

 

２ 提出書類 

受注者は、「徳島県電子納品運用ガイドライン【土木工事編】」に基づいて作成した成果品（正・副２部）を 

提出する。また、次に掲げる図書については電子データによる納品を基本とするほか、紙媒体により指定期日 

までに指定部数を提出しなければならない。 



特記事項 2 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

（１）工事打合せ議事録（電子メール等を活用しない場合） 打合せ後７日以内       ２部 

（２）詳細工程表                    現場工事着手１５日前まで   ２部 

（３）工事日報                     現場着手後毎翌日       １部 

（４）機器及び材料の成績書（出荷記録でも可）      機器及び材料納入後速やかに  １部 

（５）据付記録（速報）                 据付後速やかに        ２部 

（６）立会検査結果（速報）               実施後７日以内        ２部 

（７）工事写真                     工事しゅん工検査請求日までに ２部 

（８）完成図書                     工事しゅん工検査請求日までに ４部 

ア 工程表（実績含む） 

イ 完成図面（外形図、回線接続図、施工図等） 

ウ 据付記録 

エ 立会検査結果 

オ 取扱説明書 

カ 機器及び材料の仕様、成績書 

なお、完成図書のスタイルは、監督員の指示による。 

（９）その他監督員が指示する図書            指示後速やかに        必要部数 

 

 

設計及び製作 

１ 一般事項 

（１）機器は、使用条件を満足し、かつ、既設備と十分に協調のとれたもの（正常に動作する回線構成であるこ

と）とするとともに、保守が容易で長期にわたり安定動作する信頼性の高いものでなければならない。 

（２）機器及び材料は、耐震性や耐雷性を考慮しなければならない。 

（３）機器及び材料は、「法令及び規格 ２ 適用規格」で規定する規格に適合するものとし、また地球環境を考慮

した上で最新のものとなるよう十分配慮すること。 

（４）機器については、工場内で諸試験を行い、不適当な箇所が発見された場合は、直ちに修正又は取替を行い、支

障のないことを十分確かめなければならない。 

 

２ 機器及び材料の仕様 

機器及び材料は、別紙「機器・材料仕様書」を満足するものとする。 

 

 ３ 既設備の仕様 

既設備の仕様は、次のとおりである。 

  （１）通信回線（本工事対象外のＳＴ－Ｎｅｔ関連や専用回線は省略する） 

    ア 総合管理推進センター     フレッツ光ネクスト（フレッツＶＰＮ） ※３回線 

    イ 日野谷発電所         モバイル回線（インターネットＶＰＮ） 



特記事項 3 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

    ウ 川口ダム管理所        モバイル回線（インターネットＶＰＮ） 

        フレッツＡＤＳＬ回線 

        アナログ専用回線（ＣＤＴ通信） ※５回線 

    エ 赤松ダム           アナログ専用回線（ＣＤＴ通信） 

    オ 請ノ谷観測局         アナログ専用回線（ＣＤＴ通信） 

    カ 花瀬観測局          アナログ専用回線（ＣＤＴ通信） 

    キ 明神ダム           アナログ専用回線（ＣＤＴ通信） 

    ク 長安口ダム管理所       アナログ専用回線（ＣＤＴ通信） 

    ケ 勝浦発電所          モバイル回線（インターネットＶＰＮ） 

                     フレッツＡＤＳＬ回線 

                     アナログ専用回線（２Ｗ通信） ※２回線 

    コ 正木ダム管理所        アナログ専用回線（２Ｗ通信） 

    サ 立川ダム           アナログ専用回線（２Ｗ通信） 

  （２）水力発電集中監視制御システム （製造メーカ：株式会社日立製作所） 

    ア 総合管理推進センター 

（ア）監視制御サーバＡ系・Ｂ系 

      ａ 産業用パソコン      ＨＦ－Ｗ７５００／ＬＸ モデル６５ １台 

      ｂ スイッチングハブ     Ｈ－７６１２－９０５ ２台 

    （イ）伝送制御装置 

      ａ 時計装置         ＴＤ－２５５０ １台 

      ｂ ルータ（遠制用）     ＵＮＩＶＥＲＧＥ ＷＡ１５１２－ＭＬ０１ １台 

    （ウ）Ｗｅｂサーバ 

      ａ 産業用パソコン      ＨＪ－７５６５-ＲＡＪＤ／ＯＲ １台 

    イ 川口ダム管理所 

   （ア）監視制御バックアップ装置 

      ａ 産業用パソコン      ＨＪ－７５６５-ＲＡＪＤ／ＯＲ １台 

  （３）遠方監視制御装置（子局）（以下「遠制子局」） （製造メーカ：株式会社日立製作所） 

    ア 日野谷発電所 

    （ア）型式            ＳＰＲ－ＮＳ１０ 

    （イ）ルータ（日野谷 遠制用）   ＵＮＩＶＥＲＧＥ ＷＡ１５１２－ＭＬ０１ １台 

    （ウ）伝送形式          ＩＰ（ＰＭＣＮ） 

    イ 川口発電所 

    （ア）型式            ＳＰＲ－ＮＳ１０ 

    （イ）ルータ（川口 遠制用）    ＵＮＩＶＥＲＧＥ ＷＡ１５１２－ＭＬ０１ １台 

    （ウ）伝送形式     

ａ ＩＰ（ＰＭＣＮ） ※監視制御バックアップ装置用伝送装置との通信  



特記事項 4 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

ｂ ４４ビットサイクリック ※川口ダムゲート制御装置との通信    

    ウ 勝浦発電所 

    （ア）型式            ＳＰＲ－ＮＳ１０ 

    （イ）ルータ（勝浦 遠制用）    ＵＮＩＶＥＲＧＥ ＷＡ１５１２－ＭＬ０１ １台 

    （ウ）伝送形式          ＩＰ（ＰＭＣＮ） 

  （４）川口ダムゲート制御装置（以下「川口ダムコン」） （製造メーカ：日本電気株式会社） 

 ※関連するもののみ記載 

    ア 総合管理推進センター 

    （ア）表示用端末装置 

      ａ 産業用パソコン      ＦＣ－Ｓ３５Ｗ／Ｓ７２Ｗ６Ｅ １台 

      ｂ ルータ（川口ダムコン用） ＩＰ３８Ｘ／Ｎ５００ １台 

    イ 川口ダム管理所 

    （ア）情報入力・提供装置 

      ａ 産業用パソコン      ＦＣ－Ｓ３５Ｗ／Ｓ７２Ｗ６Ｅ １台 

      ｂ ＨＵＢ          Ｑｘ－Ｓ４２４Ｅ １台 

      ｃ ＣＤＴモデム       ＩＰＭ５１０Ａ ６台（４４ビット：４台、４０ビット：２台） 

      （ａ） 伝送方式       ＣＤＴ方式 

      （ｂ） 同期方式       フレーム同期方式 

      （ｃ） 伝送符号       ＮＲＺ等長符号 

      （ｄ） 伝送フォーマット   ４４、４０ビットサイクリック 

      （ｅ） 伝送速度       ５０／２００／６００／１２００ｂｐｓ 

      （ｆ） 符号検定方式     パリティ、反転連送照合 

      ｄ ADSL回線用ルータ(川口ダムコン用) ＩＰ３８Ｘ／１２１０ １台 

    ウ 長安口ダム管理所 

    （ア）情報伝達処理装置 

      ａ 産業用パソコン      ＦＣ－Ｓ３５Ｗ／Ｓ７２Ｗ６Ｅ １台 

      ｂ ＨＵＢ          Ｑｘ－Ｓ４１６Ｅ １台 

      ｃ ＣＤＴモデム       ＩＰＭ５１０Ａ ４台（４４ビット：３台、４０ビット：１台） 

       ※「（４）イ（ア）ｃ」と同じ 

      ｄ 回線分配器    

  （５）赤松ダム関係 

    ア 水位制御装置 

    （ア）ＰＬＣ           Ｆ３ＢＵ１３－ＯＮ １台 

    （イ）ＣＤＴ装置         ＹＱ０３４ １台 

      ａ 伝送方式         ＣＤＴ方式 

      ｂ 同期方式         フレーム同期方式 



特記事項 5 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

      ｃ 伝送符号         ＮＲＺ等長符号 

      ｄ 伝送フォーマット     ４４ビットサイクリック 

      ｅ 伝送速度         ２００／１２００ｂｐｓ 

      ｆ 符号検定方式       パリティ、反転連送照合 

    イ 伝送項目           水位×２・ＳＶ×２ 

    ウ 誘雷防止分電盤        ＳＬ－２Ｋ０３０型 

    （ア）交流入力          １φ２Ｗ １００Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

    （イ）交流出力          １φ２Ｗ １００Ｖ（５０／６０Ｈｚ） 

    （ウ）耐雷トランス容量      ２ｋＶＡ 

  （６）請ノ谷観測局関係 

    ア １９インチラック（計測装置） 

    （ア）ＡＣ／ＤＣコンバータ    Ｓ８ＪＸ－Ｎ０１５１２Ｃ １台 

    （イ）電子ロガー         ＴＭＣ－３０００Ｂ－Ｒ－Ａ １台 

    （ウ）超音波式水位計変換器    ＴＵＳ－２００ＣＬＡ－００１０ １台 

    イ 自記記録計（雨量）      ＮＫＡ－１４０Ｒ １台 

    ウ ＣＤＴ装置          ＪＹＹ－１５５Ａ １台 

    （ア）伝送方式          ＣＤＴ方式 

    （イ）同期方式          フレーム同期方式 

    （ウ）伝送符号          ＮＲＺ等長符号 

    （エ）伝送フォーマット      ４４ビットサイクリック 

    （オ）伝送速度          １２００ｂｐｓ 

    （カ）符号検定方式        パリティ、反転連送照合 

    エ 回線保安器          ＧＷＤ－６２００－Ｔ０１８０ 

    （ア）電話回線避雷器       ＮＲＰ－ＴＥＬ－１ 

    オ 伝送項目           雨量・水位・ＳＶ 

    カ 誘雷防止分電盤 ※「（５）ウ」と同じ 

  （７）花瀬観測局関係 

    ア １９インチラック（計測装置） 

    （ア）ＡＣ／ＤＣコンバータ    Ｓ８ＪＸ－Ｎ０１５１２Ｃ １台 

    （イ）圧力式水位計変換器     ＷＬＣ３－Ｑ１－０１００１Ａ１ １台 

    イ 自記記録計（雨量）      ＮＫＡ－１４０Ｒ １台 

    ウ ＣＤＴ装置 ※次の項目以外は「（６）ウ」と同じ 

    （ア）伝送フォーマット      ４０ビットサイクリック 

    エ 回線保安器 ※「（６）エ」と同じ 

    オ 伝送項目           雨量・水位・ＳＶ 

    カ 誘雷防止分電盤 ※「（５）ウ」と同じ 



特記事項 6 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

  （８）明神ダム関係 

    ア １９インチラック（計測装置） 

    （ア）ＡＣ／ＤＣコンバータ    Ｓ８ＪＸ－Ｎ０１５１２Ｃ １台 

    （イ）電子ロガー         ＴＭＣ－３０００Ｂ－Ｒ－Ａ １台 

    （ウ）超音波式水位計変換器    ＴＵＳ－２００ＣＬＡ－００１０ １台 

    （エ）圧力式水位計変換器     ＷＬＣ３－Ｑ１－０１００１Ａ１ １台 

    イ 自記記録計（雨量）      ＮＫＡ－１４０Ｒ １台 

    ウ ＣＤＴ装置 ※「（６）ウ」と同じ 

    エ 回線保安器 ※「（６）エ」と同じ 

    オ 伝送項目           雨量・水位×２・ＳＶ×２ 

    カ 誘雷防止分電盤 ※「（５）ウ」と同じ 

  （９）棚野ダムゲート制御装置（以下「棚野ダムコン」） （製造メーカ：日本無線株式会社） 

 ※関連するもののみ記載 

    ア 総合管理推進センター 

    （ア）データ配信装置 

      ａ 産業用パソコン      ＨＪ－２０５５－ＷＦＭＢ １台 

      ｂ ルータ（棚野ダムコン用） ＩＰ３８Ｘ／Ｎ５００ １台 

    イ 勝浦発電所 

    （ア）情報入力・提供装置 

      ａ ＰＬＣ（情報入力・提供装置Ⅰ） ＧＧＳ－５４６７ １台 

      ｂ ＰＬＣ（情報入力・提供装置Ⅱ） ＧＧＳ－５４６８ １台 

      ｃ ＨＵＢ（情報系ＬＡＮ）   ＡＴ－ＧＳ９１０／２４ １台 

      ｄ ＮＴＴ専用線モデム    ＭＲ－ＯＰＴ－ＩＴＳ＋ ２台（正木ダム子局用、立川ダム子局用） 

      （ａ）ＷＡＮポート    

        ・ポート数        １ポート（１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ） 

        ・通信速度        １０Ｍｂｐｓ／１００Ｍｂｐｓ（全二重／半二重 自動認識） 

      （ｂ）ＬＡＮポート 

        ・ポート数        ４ポート（１０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ） 

        ・通信速度        １０Ｍｂｐｓ／１００Ｍｂｐｓ（全二重／半二重 自動認識） 

      （ｃ）モデムポート 

        ・ポート数        １ポート 

        ・収容回線数       １回線 

        ・適用回線        電話回線（一般公衆回線）、専用回線（３．４ＫＨｚ ２線式） 

        ・送信レベル       －１０ｄＢｍ～－１６ｄＢｍ 

        ・受信レベル       －４３ｄＢｍ以上 

        ・通信速度        １１５．２Ｋｂｐｓ 



特記事項 7 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

 

      ｅ ADSL回線用ルータ(棚野ダムコン用) ＩＰ３８Ｘ／Ｎ５００ １台 

    ウ 正木ダム管理所 

    （ア）情報伝送装置（正木ダム子局） 

      ａ ＰＬＣ（情報伝送装置）  ＧＧＳ－５４９０ １台 

      ｂ ＮＴＴ専用線モデム    ＭＲ－ＯＰＴ－ＩＴＳ＋ 1台 

        ※「イ（ア）ｄ」と同じ 

    エ 立川ダム 

    （ア）情報伝送装置（立川ダム子局） 

      ａ ＰＬＣ（情報伝送装置）  ＧＧＳ－５４９０ １台 

      ｂ ＮＴＴ専用線モデム    ＭＲ－ＯＰＴ－ＩＴＳ＋ 1台 

        ※「イ（ア）ｄ」と同じ 

      ｃ データロガー       ＷＭ５５７１－Ｗ １台 

 

 

現 場 工 事 

１ 一般事項  

（１）受注者は、本工事の現場作業の着手に際し、あらかじめ作業手順及び施工要領等について監督員と協議を行わ

なければならない。 

（２）受注者は、現場工事の施工に際し、十分な経験を有する技術員が適用規程等を遵守の上で施工し、工事対象外

設備の運用に支障を及ぼすことのないよう留意しなければならない。 

（３）受注者は、作業の安全性確保のため、表示板、安全区画等の対策を講じなければならない。 

（４）受注者は、既設建造物及び諸設備に損傷を与えないように留意しなければならない。万一損傷を与えた場合は、

監督員の指示に従い受注者の責任において、原形復旧を行わなければならない。 

（５）受注者は、工事終了後、速やかに工事現場の整理、整頓を行わなければならない。 

  （６）現場工事に必要な測定や調査は、全て受注者の責任において行い、その不良による手戻りが生じた場合は、受

注者の負担により解決しなければならない。 

  （７）発注者の設備機器の運転、停止、開閉操作等は、監督員が行うものとする。ただし、監督員の許可を得た場合

はこの限りでない。 

  （８）受注者は、本工事において発注者が関係各所に提出が必要な届出や申請にかかる書類及び図面を作成する必要

がある場合、協力しなければならない。 

  （９）各機器は、地震等により転倒しないように固定・取付金具等で固定すること。ただし、転倒等による破

損の恐れが無い場合はこの限りではない。 

  （１０）各ケーブルには行き先表示札を取り付けること。 

 

 



特記事項 8 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

２ 工事の概要  

ＮＴＴ西日本株式会社が提供している既存の通信サービスが次のスケジュールで廃止される。徳島県企業

局の水力用通信回線においてもこれらのサービスを利用していることから、徳島県企業局施設１１箇所にお

いてこれらのサービスが廃止される前にＩＰ化を行う。 

（１）フレッツADSL                令和８年１月３１日 

（２）アナログ専用回線（５０ｂｐｓ、３．４ｋＨｚ） 令和１１年３月３１日 

 

３ 現場工事詳細  

（１）総合管理推進センター  

ア 水力発電集中監視制御システムのルータについて、次の取替を行う。 

（ア）ルータ（遠制用） → ＶＰＮルータ（集約用） 

イ 川口ダムコンの一部である表示端末装置に接続されたルータについて、次の取替を行う。 

（ア）ルータ（川口ダムコン用） → ＶＰＮルータ（集約用） 

ウ 棚野ダムコンの一部であるデータ配信装置に接続されたルータについて、次の取替を行う。 

（ア）ルータ（棚野ダムコン用） → ＶＰＮルータ（集約用） 

エ 取り替えたルータ（遠制用）、ルータ（川口ダムコン用）、ルータ（棚野ダムコン用）は、監督員が指

示する場所に集めておくこと。 

（２）那賀川水系 

ア 日野谷発電所 

（ア）遠制子局に接続されたルータについて、次の取替を行う。 

ａ ルータ（日野谷 遠制用） → モバイル用ルータ（日野谷 遠制用） 

（イ）取り替えたルータ（日野谷 遠制用）は、監督員が指示する場所に集めておくこと。 

イ 川口ダム管理所 

（ア）遠制子局に接続されたルータについて、次の取替を行う。 

ａ ルータ（川口 遠制用） → モバイル用ルータ（川口 遠制用） 

（イ）川口ダムコンの一部である情報入力・提供装置のルータについて、次の取替を行う。 

ａ ＡＤＳＬ回線用ルータ（川口ダムコン用） → モバイル用ルータ（川口①） 

（ウ）取り替えたルータ（川口 遠制用）、ＡＤＳＬ回線用ルータ（川口ダムコン用）は、監督員が指示す

る場所に集めておくこと。 

（エ）川口ダムコンの一部である中継端子架・光ケーブル接続盤内の空きスペースに次のものを設置す

る。 

ａ モバイル用ルータ（川口②） 

ｂ ＣＤＴ／ＩＰ変換装置（集約用） 

（オ）川口ダムコンの一部である情報入力・提供装置のＣＤＴモデムからの伝送線に前述（エ）ａ、ｂを

接続する（ＬＡＮケーブル敷設）。 

 



特記事項 9 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

ウ 赤松ダム 

（ア）取水口ゲート巻上機室内壁面にルータ等設置用棚＜２段＞を取り付け、次のものを設置する。 

ａ モバイル用ルータ（赤松） 

ｂ ＣＤＴ／ＩＰ変換装置（現場拠点用） 

ｃ 無停電電源装置 

（イ）水位制御装置内のＣＤＴ装置からの伝送線に前述（ア）ａ、ｂを接続する（ＬＡＮケーブル敷

設）。 

（ウ）前述（ア）ｃの電源線及び接地線は、誘雷防止分電盤の予備ブレーカから敷設する。 

（エ）前述（ア）ａ、ｂへの電力供給は、前述（ア）ｃから行う。 

エ 請ノ谷観測局 

（ア）建屋内壁のアスベスト分析を実施する。 

（イ）建屋内壁にルータ等設置用棚＜２段＞を取り付け、次のものを設置する。 

ａ モバイル用ルータ（請ノ谷） 

ｂ ＣＤＴ／ＩＰ変換装置（現場拠点用） 

ｃ 無停電電源装置 

（ウ）ＣＤＴ装置からの伝送線に前述（イ）ａ、ｂを接続する（ＬＡＮケーブル敷設）。 

（エ）前述（イ）ｃの電源線及び接地線は、誘雷防止分電盤の予備ブレーカから敷設する。 

（オ）前述（イ）ａ、ｂへの電力供給は、前述（イ）ｃから行う。 

（カ）回線保安器を取り外し、監督員が指示する場所に集めておくこと。 

オ 花瀬観測局 

※「エ 請ノ谷観測局（ア）～（カ）」と同様で、次の読替を行う。 

・「モバイル用ルータ（請ノ谷）」→「モバイル用ルータ（花瀬）」 

カ 明神ダム 

※「エ 請ノ谷観測局（イ）～（カ）」と同様で、次の読替を行う。 

・「建屋内壁」→「建屋内壁（排砂ゲート巻上機室）」 

・「モバイル用ルータ（請ノ谷）」→「モバイル用ルータ（明神）」 

キ 長安口ダム管理所 

（ア）川口ダムコンの一部である情報伝達処理装置について、国土交通省 那賀川河川事務所の工事に合

わせた調整を行う。 

（イ）川口ダムコンの一部である情報伝達処理装置の空きスペースに次のものを設置する。 

ａ モバイル用ルータ（長安口） 

ｂ ＣＤＴ／ＩＰ変換装置（現場拠点用） 

（ウ）川口ダムコンの一部である情報伝達処理装置からの伝送線（川口ダム管理所とのＣＤＴ通信用）

に前述（イ）ａ、ｂを接続する。 

（エ）次のものを取り外し、監督員が指示する場所に集めておくこと。 

 



特記事項 10 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

ａ ＣＤＴモデム（２台） 

ｂ 回線分配器 

（３）勝浦川水系 

ア 勝浦発電所 

（ア）遠制子局に接続されたルータについて、次の取替を行う。 

ａ ルータ（勝浦 遠制用） → モバイル用ルータ（勝浦 遠制用） 

（イ）棚野ダムコンの一部である情報入力・提供装置において、ＡＤＳＬ回線用ルータ（棚野ダムコン

用）、ＮＴＴ専用線モデム（正木ダム子局）、ＮＴＴ専用線モデム（立川ダム子局）に接続されるＬＡ

Ｎケーブルを次のとおり接続替えする。ただし、モバイル用ルータ（棚野①）、モバイル用ルータ

（棚野② 正木用）、モバイル用ルータ（棚野③ 立川用）の設置場所については、後述（オ）のとお

り。 

ａ ＡＤＳＬ回線用ルータ（棚野ダムコン用） → モバイル用ルータ（棚野①） 

ｂ ＮＴＴ専用線モデム（正木ダム子局） → モバイル用ルータ（棚野② 正木用） 

ｃ ＮＴＴ専用線モデム（立川ダム子局） → モバイル用ルータ（棚野③ 立川用） 

（ウ）取り替えたルータ（勝浦 遠制用）、接続替えしたＡＤＳＬ回線用ルータ（棚野ダムコン用）は、監

督員が指示する場所に集めておくこと。 

（エ）ＮＴＴ専用線モデム（正木ダム子局）、ＮＴＴ専用線モデム（立川ダム子局）は、撤去せず残置

し、その旨がわかるように表示する。 

（オ）地下１階配線室内壁面にルータ等設置用棚＜２段＞を取り付け、次のものを設置する。 

ａ モバイル用ルータ（棚野①） 

ｂ モバイル用ルータ（棚野② 正木用） 

ｃ モバイル用ルータ（棚野③ 立川用） 

ｄ コンセント（３口） 

（カ）前述（オ）ｄの電源線及び接地線は、ＣＶＣＦ３（入出力盤）の予備ブレーカから敷設する。 

（キ）前述（オ）ａ、ｂ、ｃへの電力供給は、前述（オ）ｄから行う。 

イ 正木ダム管理所 

（ア）棚野ダムコンの一部である情報伝送装置（正木ダム子局）内において、ＮＴＴ専用線モデムに接続

されるＬＡＮケーブルを次のように接続替えを行う。ただし、モバイル用ルータ（正木）の設置場所

については、後述（ウ）のとおり。 

ａ ＮＴＴ専用線モデム → モバイル用ルータ（正木）  

（イ）ＮＴＴ専用線モデムは、撤去せず残置し、その旨がわかるように表示する。 

（ウ）機械室フリアク内にプラスチック製収納ボックスを配備し、次のものを設置する。 

ａ モバイル用ルータ（正木） 

ｂ コンセント（１口） 

（エ）機械室壁面にルータ等設置用棚＜１段＞(小)を取り付け、次のものを設置する。 

ａ コンセント（１口） 



特記事項 11 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

（オ）前述（ウ）ｂの電源線及び接地線は、ＣＶＣＦ分電盤の予備ブレーカから敷設し、渡しで前述

（エ）ａまで敷設する。 

（カ）前述（ウ）ａへの電力供給は、前述（ウ）ｂから行う。 

ウ 立川ダム 

（ア）棚野ダムコンの一部である情報伝送装置（立川ダム子局）内において、ＮＴＴ専用線モデムに接続

されるＬＡＮケーブルを次のように接続替えを行う。ただし、モバイル用ルータ（立川）の設置場所

については、後述（ウ）のとおり。 

ａ ＮＴＴ専用線モデム → モバイル用ルータ（立川） 

（イ）ＮＴＴ専用線モデムは、撤去せず残置し、その旨がわかるように表示する。 

（ウ）制御室内壁面にルータ等設置用棚＜１段＞(大) を取り付け、次のものを設置する。 

ａ モバイル用ルータ（立川） 

ｂ 無停電電源装置 

（エ）前述（ウ）ｂの電源線及び接地線は、電源分岐盤の予備ブレーカから敷設する。 

（オ）前述（ウ）ａへの電力供給は、前述（ウ）ｂから行う。 

（４）各所における共通事項 

ア 配管・配線を適切に敷設すること。 

イ アナログ専用回線等の末端を適切に養生すること。 

ウ 各機器・材料と既設備との円滑な使用に係る設定・調整（ネットワーク整備）を行うこと。 

エ 電波強度の調整（延長アンテナ調整等）を行うこと。 

オ 「３ 現場工事詳細」や、後述の「検査及び試験」の内容において、ネットワーク環境整備や川口ダ

ムコン、棚野ダムコン等に係る作業で、専門的な知識・技術を要するものについては、通信会社や製造

メーカから派遣される技術者（当該技術者と同等の知識・技能を有する者で、製造メーカの協力業者等

から派遣される技術者でも可）が行うものとする。 

 

 

検査及び試験 

１ 立会検査 

立会検査は、原則として次に掲げる項目について実施する。 

なお、その結果、不合格と判断されたものについては、速やかに改善又は補充し、再検査等を受けなけれ

ばならない。 

（１）検査項目 

ア 員数検査（各機器及び材料について、納入品目、形式、数量等の確認） 

イ 絶縁抵抗測定（ＣＶケーブル敷設箇所） 

ウ 単体性能試験（工場における確認時と条件が異なることにより再試験を要する項目の試験、回線接続

検査、レベル測定等） 

 



特記事項 12 
現場説明書 

 

工事名：Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備工事 
 

エ 実機対向試験 

オ その他監督員の指示する項目 



現場説明書（令和7年7月1日以降適用） 特記事項13

工事名：Ｒ７企総管　川口ダム管理所他　ネットワーク環境整備工事

工　　程

1 他工事等との調整　（対象　有)

1

2 施工の制限（対象　有)

3 作業時間帯（対象　無)

4 工事履行報告書（対象　無)

5 その他（対象　無)

用 地 関 係

1 ブロック製作ヤード（対象　無)

2 仮置ブロック（対象　無)

支 障 物 件

1 支障物件の事前調査（対象　無)

2 支障物件の撤去（対象　無)

3 立木の置き場所（対象　無)

4 その他（対象　無)

公 害 対 策

1 事業損失防止対策（対象　無)

2 濁水処理（対象　無)

3 低騒音型・低振動型建設機械（対象　無)

4 六価クロム溶出試験（対象　無)

安 全 対 策

1 交通安全施設等（対象　無)

2 交通誘導警備員（対象　無)

3 足場通路等からの墜落防止措置（対象　無)

4 建設用防護管（対象　無)

　本工事における長安口ダム管理所に係る作業時期については、国土交通省 那賀川河川事務所の工事の実施
時期と十分調整を行うこと（令和７年１１月中旬から１２月頃を想定している）。

　徳島県企業局では、本工事に係る既存のネットワークを使用して河川や気象情報を取得し、所有するダムや発
電所の管理を行っていることから、現場工事の実施時期等については、監督員と十分に協議することとし、気象
状況により監督員が作業の延期や一時停止、応急復旧を指示する場合は、これに従うこと。

　受注者は、工事着手前に必ず工事施工箇所の支障物件について確認し、監督員に「支障物件確認書（現場着
手時）」を提出し、監督員の確認を受けた後、工事に着手すること。



現場説明書（令和7年7月1日以降適用） 特記事項14

工事名：Ｒ７企総管　川口ダム管理所他　ネットワーク環境整備工事

建 設 副 産 物

1 建設発生土の利用（対象　無)

2 建設発生土の搬出（対象　無)

3 再生利用のための建設副産物の搬出（対象　無)

4 最終処分のための建設副産物の搬出（対象　無)

5 建設汚泥の自工事現場内における再生利用（対象　無)

6 建設汚泥の中間処理方法等（対象　無)

7 建設汚泥処理土の利用（対象　無)

8 建設汚泥処理土の搬出（対象　無)

9 剥ぎ取り表土の利用（対象　無)

10 一般廃棄物の搬出（対象　無)

11 根株等の利用（対象　無)

12 根株処理工の出来高の算出（対象　無)

工 事 用 道 路

1 工事用道路等の補修（対象　無)

仮　設　備

1 床掘（対象　無)

2 鋼矢板等の打込引抜工法（対象　無)

3 仮設防護柵工（対象　無)

4 仮締切り（土留）（対象　無)

5 鋼矢板二重締切（対象　無)

6 水替施設（対象　無)

7 異常出水の処置（対象　無)

そ　の　他

1 図面の電子納品（対象　有)

2 標準断面図板設置の省略（対象　有)

　本工事で提供する発注図面は、ＣＡＤデータ（ＳＦＣ形式）であるため図面を電子納品の対象とする。なお、発注
図面については次のとおりである。

　ＣＡＤ製図基準に準拠していない。



現場説明書（令和7年7月1日以降適用） 特記事項15

工事名：Ｒ７企総管　川口ダム管理所他　ネットワーク環境整備工事

3 しゅん工標設置の省略（対象　有)

4 施工計画書（対象　無)

5

6 三者会議※（対象　無)

7 コンクリートの単位水量の測定（対象　無)

8 セメント・モルタル吹付（対象　無)

9 水抜孔（対象　無)

10 種子吹付（対象　無)

11 植栽樹木の植え替え義務（対象　無)

12 使用材料の品質、規格、性能等（対象　無)

13 ＬＥＤ道路・トンネル照明灯の品質、規格、性能等（対象　無)

14 使用材料の品質規格等（製品名表示）（対象　無)

15 県産木材の使用（県産木製型枠以外）（対象　無)

16 新技術の活用について（対象　無)

17 アスファルト舗装工事（施工途中の交通開放）（対象　無)

18 橋梁修繕工事（伸縮装置取替）（対象　無)

19 各種様式

　本工事は、標準断面図板の設置を省略する。

　本工事は、しゅん工標の設置を省略する。

※受注者は、当該項目の対象の有無に関わらず、当初請負対象金額が5、000万円以上の工事及び低入札価格
調査制度の低入札価格調査基準価格を下まわって落札した工事（低入札工事）においては、施工計画書を監督
員に提出しなければならない。

同一の場所において施工する工事同士の現場代理人の兼務（対象　無)

※現場代理人の兼務については、同一の場所において施工する工事同士の兼務のほか、仕様書に記載された
要件を全て満たす場合についても兼務を認めている。

　ただし、主任技術者の専任が必要な工事で、主任技術者が２つの工事を兼務（兼務届を提出する場合）し、かつ
次の①～④のいずれかに該当する工事は、三者会議（三者以上の会議を含む）を実施する。
　　　①橋梁、トンネル、樋門等の重要構造物工事を含む工事
　　　②現場条件が特殊である工事
　　　③施工に要する技術が新規又は高度である工事
　　　④その他、設計時の設計意図を詳細に伝達する必要がある工事

　三者会議の開催は、工事着手前に実施し、施工条件の変更等の問題が生じた場合には必要に応じ、監督員と
協議を行って、複数回開催することができる。

※「三者会議」とは、発注者と受注者と設計者の三者が一堂に会することにより、設計者の意図や施工上の留意
点を受注者に的確に伝え、設計図書と現場との整合性を確認協議することにより、工事施行の円滑化と品質の
確保を図ることを目的とし実施する。
　なお、基礎杭や大規模仮設等専門性の高い工種を伴う工事では、施工者に専門工事業者（下請）の主任技術
者を加え会議を実施する。
　また、地質構造の複雑な箇所、地形の変化が大きい箇所等、特に地質情報の不確実性が高い現場における工
事や地質技術者が参画することで当該工事の品質確保が図られると認められる工事では、地質技術者を参加さ
せ会議を実施する。



現場説明書（令和7年7月1日以降適用） 特記事項16

工事名：Ｒ７企総管　川口ダム管理所他　ネットワーク環境整備工事

　各種様式については、下記徳島県ホームページよりダウンロードすること。
　https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kendozukuri/kensetsu/7220049/
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別紙 

(趣旨) 

第１条 この機器・材料仕様書（以下「本仕様書」という）は、徳島県企業局（以下「発

注者」という。）が計画する「Ｒ７企総管 川口ダム管理所他 ネットワーク環境整備

工事」で使用する機器及び材料について必要な事項を定めるものである。 

 

(共通仕様) 

第２条 各機器の仕様は，次の各号を満足するものとする。 

（１）本仕様書に記載のない事項についても、システム構成上当然必要な部材等は、機器

及び材料に含めるものとする。 

（２）固定・取付金具及び保守用品等は、別途明示するもののほかは機器及び材料に含む

ものとする。 

（３）標準的な付属品については、当然含むものとする。 

 

(機器仕様) 

第３条 機器の仕様は、次の各号を満足するものとする。 

（１）ＶＰＮルータ（集約用）  

ア 電源                  ＡＣ１００～２４０Ｖ（５０／６０Hz） 

イ インターフェース 

（ア）ＬＡＮ         ４ポート以上 

（10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T ｽﾄﾚｰﾄ/ｸﾛｽ自動判別） 

（イ）ＷＡＮ                １ポート以上 

（10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T ｽﾄﾚｰﾄ/ｸﾛｽ自動判別） 

（ウ）ｍｉｃｒｏＳＤスロット １スロット以上 

（エ）ＵＳＢポート          １ポート以上 

ウ メモリー              

（ア）ＦｌａｓｈＲＯＭ    ３２ＭＢ以上 

（イ）ＲＡＭ         ２５６ＭＢ以上 

エ スループット 

（ア）スループット      最大２．０Ｇｂｐｓ 

（イ）ＩＰｓｅｃスループット 最大１．０Ｇｂｐｓ 

オ ＶＰＮ対地数       ２０ 

カ 外形寸法         Ｗ２２０ｍｍ×Ｈ４３．５ｍｍ×Ｄ１６０ｍｍ程度 

キ 質量           １．１ｋｇ程度 

 

（２）モバイル用ルータ 

ア 電源           ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ） 

イ インターフェース 

（ア）ＬＡＮ         １ポート以上 

（10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T 等） 

（イ）ＷＡＮ         １ポート以上 

（10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T 等） 

（ウ）ＵＳＢポート          １ポート以上 

（エ）内蔵モジュール 

ａ ＳＩＭロックフリー 

ｂ 対応周波数（ＬＴＥ） ２．１ＧＨｚ(Ｂａｎｄ１) 
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９００ＭＨｚ(Ｂａｎｄ８) 

８００ＭＨｚ（Ｂａｎｄ１８、１９） 

ｃ 対応速度（ＬＴＥ）  下り最大１５０Ｍｂｐｓ、上り最大５０Ｍｂｐｓ 

ウ 外形寸法         Ｗ１６０ｍｍ×Ｈ３６ｍｍ×Ｄ１３５ｍｍ程度 

エ 質量           ７００ｇ程度 

 

（３）延長アンテナ（モバイル用ルータに接続するもの） 

ア 長さ           ５ｍ以上 

イ 外形寸法（アンテナ部）  １１０ｍｍ×４０ｍｍ×２５ｍｍ程度 

 

（４）ＣＤＴ／ＩＰ変換装置（集約用） 

ア 電源電圧         ＡＣ１００Ｖ±１０％（二重化が可能とする） 

イ 通信インターフェース 

（ア）規格          １００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

（イ）ＬＡＮプロトコル    Ｅｔｈｅｒｎｅｔ Ｖｅｒ２．０（ＩＥＥＥ８０２．３準拠）、 

ＵＤＰ／ＩＰ 

（ウ）ＩＰインタフェース   管理用：１ポート、通信用：１ポート 

（エ）スイッチングハブ    内蔵（ＶＬＡＮ機能付き） 

ウ 端末インターフェース      

（ア）回線数         最大２４回線 

（イ）通信方式        アナログ専用回線（3.4kHz）の CDT/IP 変換が可能であること 

（本工事では、当該機器にて５つの回線の CDT/IP 変換を行う予定） 

エ 外形寸法         Ｗ４８２ｍｍ×Ｈ２２０ｍｍ×Ｄ３０５ｍｍ程度 

               （１９インチラック／ＪＩＳラックに搭載できること） 

 

（５）ＣＤＴ／ＩＰ変換装置（現場拠点用） 

ア 電源電圧         ＡＣ１００Ｖ±１０％ 

イ 伝送路側インターフェース 

（ア）規格           １００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０ＢＡＳＥ－Ｔ 

（イ）ＬＡＮプロトコル     Ｅｔｈｅｒｎｅｔ Ｖｅｒ２．０（ＩＥＥＥ８０２．３準拠）、 

ＵＤＰ／ＩＰ、ＴＥＬＮＥＴ 

（ウ）ＩＰアドレス       通信用に１個、又は通信/管理用に各１個のＩＰアドレスを設定可 

ウ 端末側インターフェース 

（ア）周波数帯域        ３００～３４００Ｈｚ 

（イ）通信方式         ４線式又は２線式 

                （アナログ専用回線（3.4kHz）の CDT/IP 変換が可能であること） 

エ 外形寸法          Ｗ４５ｍｍ×Ｈ１５５ｍｍ×Ｄ２３５程度 

オ その他           ＩＰアドレス等の設定、確認は専用ケーブルで行

えること 

 

（６）無停電電源装置 

ア 交流入力 

（ア）定格入力電圧       ＡＣ１００Ｖ 

（イ）相数           単相２線（アース付き） 

（ウ）定格入力周波数      ５０／６０Ｈｚ±５Ｈｚ 

イ 交流出力 

（ア）定格出力電圧       ＡＣ１００Ｖ 

（イ）相数           単相２線（アース付き） 

（ウ）定格出力周波数      ５０／６０Ｈｚ（入力電源に同期） 
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（エ）最大出力容量       ４２５ＶＡ／２５５Ｗ程度 

（オ）出力コンセント数     合計６個以上 

・バックアップコンセント４個程度 

・サージ保護のみコンセント２個程度 

（カ）バッテリー運転時の出力電圧   ＡＣ１００Ｖ±８％程度 

（キ）バッテリー運転時の出力周波数  ５０／６０Ｈｚ±１Ｈｚ 

（ク）対応負荷力率       ０．６０以上１．０以内 

ウ 質量            ５ｋｇ程度 

 

(材料仕様) 

第４条 材料の仕様は、次の各号を満足するものとする。 

（１）材料仕様 

ア ルータ等設置用棚＜２段＞ 

（ア）背板（木材）       Ｗ３００ｍｍ×Ｈ７００ｍｍ(ｔ２０ｍｍ)程度×１枚 

（イ）棚板（木材）       Ｗ３００ｍｍ×Ｄ３５０ｍｍ(ｔ２０ｍｍ)程度×２枚 

（ウ）棚受金具（ステンレス）  Ｗ３００ｍｍ×Ｈ２００ｍｍ程度×４本 

（エ）上下棚間の距離      ４００ｍｍ程度あけること 

（オ）使用予定箇所       赤松ダム、請ノ谷観測局、花瀬観測局、明神ダ

ム、勝浦発電所 

 

イ ルータ等設置用棚＜１段＞（小） 

（ア）背板（木材）       Ｗ３００ｍｍ×Ｈ３００ｍｍ(ｔ２０ｍｍ)程度×１枚 

（イ）棚板（木材）       Ｗ３００ｍｍ×Ｄ３５０ｍｍ(ｔ２０ｍｍ)程度×１枚 

（ウ）棚受金具（ステンレス）  Ｗ３００ｍｍ×Ｈ２００ｍｍ程度×２本 

（エ）使用予定箇所       正木ダム管理所 

 

ウ ルータ等設置用棚＜１段＞（大） 

（ア）背板（木材）       Ｗ３００ｍｍ×Ｈ７００ｍｍ(ｔ２０ｍｍ)程度×１枚 

（イ）棚板（木材）       Ｗ３００ｍｍ×Ｄ３５０ｍｍ(ｔ２０ｍｍ)程度×１枚 

（ウ）棚受金具（ステンレス）  Ｗ３００ｍｍ×Ｈ２００ｍｍ程度×２本 

（エ）使用予定箇所       立川ダム 

 

エ プラスチック製収納ボックス 

（ア）外形寸法         Ｗ３００ｍｍ×Ｈ３００ｍｍ×Ｄ１６５ｍｍ程度 

（イ）材質           ボディ：ＰＣ＋ＡＢＳ樹脂 

扉  ：ポリカーボネート樹脂（透明） 

（ウ）取付基板         木製 

（エ）その他          接地端子を設けること 

（オ）使用予定箇所       正木ダム管理所 

 


